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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Exp 巧 ss 5800 /120Eh ， 120Gc 


ソフトウェア編 

Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアについて説明します。 



添付の CD - ROM について （19 目ぺージ） 

本体に添付の 「EXPRESSBULDER」CD-ROM に収められているソフトウェア 
について紹介します。 


EXPRESSBUILDER (197 ページ） 

セットアップツール 「EXPRESSBUILDER」 について説明します。 


ExpressPicnic (209 ぺージ） 

シームレスセットアップ用パラメータディスク（セットアップパラメータ FD) 
を作ぶする、ソール 「ExpressPicnic」 について説明します。 


本体用バンドルソフトウェアに19ぺージ） 

本装置にインストールするバンドルソフトウエアについて説明します。 


管理 PC 用バンドルソフトウェアに28ページ） 

本体を監視-管理するための管理 PC にインストールするバンドルソフトウェ 
アについて説明します。 


0NL-4152dN-120Eh/120Gc-000-03-0704 
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添がの CD - ROM にごいて 

添付の 「 EXPRESSBUILDER ®」 CD - ROM には、本装置を容易にセットアップするためのユー 
テイリテイやを種バンドルソフトウエアが収録されています。これらのソフトウエアを活用す 
ることにより、本装置の機能をより多く引き化すことができます。 


W -0 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM は、本装置の設定び完了した後でも 、 OS 
の再インス I ルや BIOS のアップデートなどで使用ずる機会びあります。紛 
失しないように大切に保存しておいてください。 





• 無停電電源装置 ( UPS ) を制御するソフトウ I アは含まれていません。無 
停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、制御用ソフトウエアが必要です。 
制御用ソフトウエアには、 ESMPRO / UPSManager や ESMPRO / Automat - 
icRunningController のご使用を推奨します。 

• ディスクアレイの設ををする RAID ユーティリティはボード上のチップ 
に搭載されています。これらのユーティリティの操作方法については、 
ボードに添付の説明書を参照してください。 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズに接続されたハードウてアを自動橫化して 
処理を進めるセットアップ用統合ソフトウェアです。 EXPRESS 目 UILDER から OS をインス 
I -ールする際には、インストール対象の八ードディスクドライブ（またはディスクアレイの論 
理ドライブ1台のみ）だけを接続してセットアップしてください。 


EXPRESSBUILDER 

Now Loading... 


起動メニユーにごいて 


EXPRESS 巨 UILDER には2つの起動方まがあります。起動方まによって表示されるメニューや 
項目が異なります。 

• 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM か5起動する 


EXPRESS 目 UILDER を本体の DVD - ROM ドライブじセ、ソトして、 EXPRESS 目 UILDER 内 
のシステムから起動する方まです。この方までシステムを起動すると下に示す 
「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目から本装置をセットアップします。 


EXPRESSBUILDER 

I 

國 

「シームレスセットアッカは、 RAID の設定から、 

あ各種ユーティリティのインストールまでを 
巧れ目なく （シームレスで）セットアッブできる 
方去です。 

匪 


いードディスクを購入日をひ!え態と異なる/ くーティ 

I 

1 

1 

SflQ] 

図 

シヨン 構成で使用する場をやのを再 インス トール 
する場合は、 シームレス セットアッブを使用して 
ください。煩雑なセットアップを この 機能が R 
わって行います。 

1 

1 

[ 

ai 巧 1 

傾 
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W "0 • 本装置 ly がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されてい 

■to た装置 ly がの Express 己800シリーズで起動しないでください。故障の 

原因となります。 

• メニューの「シームレスセットアップ」を実行するとあ5かじめインス 
トールされている 0 S を消去しまず。 0 S もインストールし直す必要びあ 
りまず。 

• リモート KVM コンソールで EXPRESSBUILDER を操作ずる場合、マ 
ウスは使用でをません。キーボードを使用してください。 


EXPRESSBUILDER トップメニューにつし^てはこの後の 「 EXPRESS 目 UILDER トップメ 
ニュー」を参照してください。 

• コンソールレスで 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM か5起動する 


ファイルを rCSL 丄 ESS . CFG 」 の「設を情報ファイル」を格納したフ□、ソピーディス 
クを FD ドライブに挿入した状態で EXPRESSBUILDER から起動すると、 LAN か COM 
(シリアル）ポートで接続している管理用コンピュータ ( PC ) の画面には、 
「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示されます。管理 PC からこのメニューにあ 
る項目を使って本装置を遠隔操作をします。 



矢巧キーで反転を項目に合わせて、リターンキーを巧してくださし、。 

EXPRESSBUILDER は本装置のたットアッブをサボートします。 

[セットアバ】 

本装置のたジトアジブを容易に行えるように、自動的にたットアシブに么要な 
ツールを お動し、パラメータを設定していきます。ただし、 セットアッブ が 
自動的に判断できないバラメータは、オペレータに入力が要ボされます。 


W "0 • 本装置拟がのコンピュータおよび他の Express 日800シリーズで起動し 

量3 ないでください。故障の原因となります。 

• コンソールレス時の使用は、ファイル名 「 CSL _ LESS . CFG 」 の「設定 
情報ファイル」を格納したフ□ッピーディスクを FD ドライブに挿入し 
ておく必要びありまず。 

「 CSL _ LESS . CFG 」 の「設定情報ファイル」を格納したフロッピー 
ディスクび FD ドライブに挿入されていない場合は、管理 PC にメニュ ー 
を表示しません。 


EXPRESS 巨 UILDER トップメニューについてはこの後の「コンソールレスメニュー」を 
参照してください。 
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• Windows び起動した後に EXPRESSBUILDER をセットする 

Windows(Windows 95 W 降、または Windows NT 4.0降)が起動した後、 DVD-ROM ド 
ライブに EXPRESSBUILDER をセットするとメニューが表示されます。表示されたメ 
ニューダイア□グボックスは「マスターコント□ールメニュー」と呼びます。 

マスター コント □ ール メニュ ーについてはこの後の「マスター コント □ ール メニュ ー」を 
参照してください。 





〇ソフトウェアの 
W セットアップ 


NEC 
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EXPRESS 巳 UILDER トツ 



EXPRESSBULDER トップメニユーは八ードウエアおよび OS (オペレーティングシステム) 
のセツトアップとインストールをするときに使用します。 


，■〇 BIOS の設定を間違えると、 CD - ROM か5起動しない場合びありまず。 
EXPRESSBUILDER を起動できない場合は、 BIOS セットアップユーティリ 
ティを起動して下のとおりに設定してください。 

- 「 Boot 」 メニューで rCD-ROM Drive 」 を1番上に、 

「Removable Devices 」 を2番目に設定。 


起動 

次の手順に従って EXPRESSBUILDER トップメニューを起動します。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にする。 

2. 本体の DVD - ROM ドライブへ 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 日 M をセットする。 

3. CD-R 日 M を セッ トしたら、 リセッ トする （く Ctrl〉 + く Alt> + く Delete 〉 キーを押 
す）か、電源を 日 FF/ 日 N して本体を再起動する。 

CD-ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBULDER が起動します。 
EXPRESSBULDER が起動すると、 W 下のような EXPRESS 巨 UILDER トップメニューが現れま 


シームレスセットアップ 

RAID の構成から 0 S のインストールまでを、切れ目なく 
(シームレスに）セットアップを行います。 0 S の再インス 
トールを行う場合、こちらのセットアップ方式を選択して 
ください。 


EXPRESSBUILDER 


「シームレスセットアッカは、陆のの設定から、 
切れ目なく をームレスで）たットアップできる 


いードディスクを賭入日をがた態と異なみくーティ 
シヨン插成で使用する場合やおを再インストール 
する場合は、シームレスたットアッブを使用して 
ください。煩雑なたットアッブをこの機 S 执代 
わって巧います。 


ッ-ル‘ 

EXPRESS 目 UILDER に収められている「システム診断」 
などの各種ユーティリティを個別に起動します。 


職 I 


ヘルプ 


終了 


EXPRESSBUILDER について説明しまず。セ、ソトアップを実 EXPRESSBUILDER の終了画面が表示さ 

行する前に一通り目を通しておくことをお勧めします。 
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シームレスセットアップ 

「シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設定から 0 S 
(Windows Server 200 3) 、各種ユーティリティのインストールまでを添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 
CD - ROM を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる Express 5800シリーズ独自の 
セットアップ方まです。 

購入時の状態と異なる八ードディスクドライブのパーティション設をで使用する場合や OS を 
再インス I -ールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの 
機能が代わって行います。 

「シームレスセットアップ」を選択すると、 OS のインストールを開始します。 


P -0 セットアップを開始した5、完了するまで本体の電源を OFF にしないでくださ 
し、また、セットアップパラメータ FD を使用してインストールする場合は、指 
示があるまでセツトアップパラメータ FD を取り出さないでください。 


ツールメニュ ー 

ツールメニューは、 EXPRESS 目 UILDER に収められているを種ユーティリティを個別で起動 
し、オペレータが手動でセットアップを行います。「シームレスセットアップ」では自動設定 
できない設定や、より詳細に設定したい場合などに使用してください。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設定を行う場合も、 
ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 


ツールメニュ ー 



オフライン保守ユーテイリテイ 
システム診断 
ヴポートディスクの作成 
保守用/ くーテイシヨンの設定 
各種 BIQS / FW のアップデート 
システムマネジメント機宜 g 
ヘルプ 

トップメニューに戻る 


テ”イスがレイホ'’-ド：なし 
サ-が’?トシ’'かトホ'’-ド：なし 
システム]ンフイゲレ-':/ヨン：なし 


• RAID 情報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保存(セー 
ブ)、または、フ□、ソピーディスクから復元(リストア)することができます。 


— RAID 情報のセーブ 


ディスクアレイコント□ー ラのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに 
保存します。フォーマット済みのフ□、ソピーディスクを用意してください。 RAID の 
設をや変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報をセー 
ブしてください。 

- RAID 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクに保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイコン 
卜□ーラ上に復元します。 「 RAID 情報のセーブ」で作成したフ□、ソピーディスクを 
用意してください。コンフィグレーション情報が万一破壊された場合や、誤ってコ 
ンフィグレーション情報を変更してしまった場合は、本機能を使用してコンフィグ 
レーション情報をリストアしてください。 
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wO この機能をサボートしていないディスクアレイコント□ーラもあります。その 
場合、このメニューは表示されません。 


^ この機能は保守用です。保守 U かの目的で操作しないでください。誤った操作 
を行うとデータを損失するおそれがあります。 


• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティとは、障害発生時に障害原因の解析を行うためのユー 
ティリティです。詳細は267ページまたはオンラインヘルプを参照してください。 

• システム診断 

本体上でを種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を横査 
します。システム診断を実行すると、本体に応じてシステムチェック用プ□グラムが起 
動します。236ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してください。 


• サポートディスクの作成 

サポートディスクの作成では、 EXPRESS 目 UILDER 内のユーティリティをフ□、ソピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンス I -ールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された夕 
イトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows Server 2003 x 64 Edition OEM-D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールするときに必要となるサポー 
トディスクを作成します。 


- Windows Server 2003 OEM-D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003をインストールするときに必要となるサポートディスクを 
作成します （ 「シームレスセットアップ」でインストールする場合は必要ありませ 
ん）。 


- R 0 M - D 0 S 起動ディスク 


R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 


- オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

- システム マネージ メント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理用 PC からのリ 
モート制機能を使用するための設をを行うプ□グラムの起動用サポートディスクを 
作成します。 
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参保守用ノ \°ーティシヨンの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは「保守用パーティションの作成」と 「FDISK 
の起動」 W 外の項目は表示されません。保守用パーティションの詳細については、10ペー 
ジを参照してください。 


w "0 r 保守用パーテイシヨンの設定」の各項目を実行している間は、リセットした 
量3 り、電源を OFF にしたりしないでください。 


- 保守用パーティションの作成 

保守用として内蔵八ードディスクドライブ上に領域を磕保し、続けてを種ユーティ 
リティのインス I -ールを行います。すでに保守用パーティションが磕保されている 
場合は、を種ユーティリティのインストールを行うことができます。 

- 各種ユーティリティのインストール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD - ROM から保守用パーティションへインストールします。 
インス!-ールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティを八ード 
ディスクドライブから起動した場合に、使用することができます。 

- 各種 ユーティリティの 更新 

各種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フ□、ソ 
ピーディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ 
□、ソピーディスクでリリースされたときに実行してください。それ W 外では、本項 
目は使用しないでください。 

- FDISK の起動 

R 0 M - D 0 S システムの FD に K コマンドを起動します。パーティションの作成/削除な 
どができます。 

• 各種 BI 0 S / FW のアップデート 

8番街で配布される「を種目 I 0 S / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
BI 0 S/FW (ファームウェア）をアップデートすることができます。「各種 BI 0 S / FW の 
アップデートモジュール」については、次のホームページに詳しい説明があります。 

『8番 街』： http :// nec 8. com / 

を種目 I 0 S / FW のアップデートを行う手順は配布される「を種目 I 0 S / FW のアップデート 
モジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容を磕認した上 
で、記載内容に従ってアップデートを行ってください。 

「 README . TXT 」 は Windows のメモ帳などで読むことができます。 


W -0 BI 0 S/FW のアップデートプ □ グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
でください。アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動できなく 
なります。 
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• システムマネージメント機能 

EXPRESSSC 0 PE エンジンによる通報機能や管理用 PC からのリモート制御機能を使用 
するための設定を行います。 

• ヘルプ 

EXPRESS 目 UILDER のを種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESSBUILDER トップメニューを表示します。 
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ンソールレスメニ 


EXPRESSBULDER は、本体に羊ーボードなどの〕ンソールが接続されていなくてもを種 
セットアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コンソール 
レス」機能を持っています。 


W -0 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 日800シリーズに使用しない 
でください。故障の原因となりまず。 


起動方法 

起動方法は、下記の方まで実行できます。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続に 0 M 目）された管理 PC から実行する 

起動方まの手順については、 EXPRESSBULDER 内の 「 DianaScope オンラインドキユメン 
卜」を参照してください。 



• BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 
いでください。 DVD-ROM ドライブび最ネリに起動するようになっていな 
いと使用でをません。 

• LAN 接続は標準 LAN ポートのみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 

• シリアルポート B を使用する場合は増設 RS -232 C コネクタキット 
[ N 81 17-01 A ] び必要です。 

• コンソールレスで本装置を違隔操作するためには、操作する管理 PC と 
の通信方法や詳細な設定を保存した r 設定情報ファイル」を格納したフ 
□ッピーディスクを必ず FD ドライブに挿入しておく必要びあります。 

r 設定情報ファイル」はツールメニューのシステムマネージメント機能 
や、 DianaScopeConfi 呂 uration で作成することびできます。 
r 設定情報ファイル」はフ□ッピーディスクのルートディレクトリに必 
ず下のファイル名で作成してください。 

く設定情報ファイル名>: CSL _ LESS.CFG 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法 m がの手段（電源 
OFF やリセット）で終了するとリダイレクションび正常にでさない場合 
びありまず。設定ファイルで再度設定を行ってください。 
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BIOS 設を情報はじ ( 下の値にセットされます。 

• LAN #1: [Enabled] 

参 Serial Port A: [Enabled] 

• Serial Port A I/O Address: [3F8] 

参 Serial Port A Interrupt: [4] 

参 Serial Port B: [Enabled] 

• Serial Port B I/O Address: に F8] 

参 Serial Port B Interrupt: [3] 

参 BIOS Redirection Port: [Serial B] 

• BIOS Redirection Baud Rate: [19.2k] 

• BIOS Redirection Flow Control: [CTS/RTS] 

• Console Type: [PC ANSI] 


トップメニュー 

管理 PC の画面上に表示される卜、ソプメニューは次のとおりです。 



各種セツトアップを行う 


EXPRESSBUILDER が持つ 
機能を個別に起動ずる 


EXPRESSBUILDER の各種機能に 
関する説明を表示する 


EXPRESS 目 UILDER を終了ずる 


セットアップ 

本体の八ードウェア構成をチェックして、ディスクアレイコンフィグレーションおよび保守 
用パーティションの設定を自動的に行います。 
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ツールメニュー 

トップメニューでツールを選択すると trF のメニューが表示されます。ツールメニューにあ 
る項目は、 「 EXPRESS 目 ULDER トップメニュー」の「ツールメニュー」の項目の中からコン 
ソールレスで使用できるもののみがあげられています。それぞれの機能については、前述の 
「 EXPRESS 目 ULDER トップメニュー」を参照してください。 



— "〇 「 EXPRESSBUILDER トップメニュ ー 」の「ツールメニュー」にある機能と 
比較すると「システム診断」の内容や操作方法（詳しくは、23巨ページを参照 
してください）び異なります。 
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マスターコントロールメニ 


Windows(Windows 95 W 降、または Windows NT 4.0 W 降)が動作している〕ンピュータ上で 
添付の 「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM をセットすると、「マスターコント日ールメニュー」 
が自動的に起動します。 


〇オンラインドキュタント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu | 〇ゎッ ァッ w 


O わ 


NEC 




システムの状態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場 
合は、 CD-ROM 上の次のファイルをエクスプローラ等から実行してください。 

¥ MC ¥1 ST.EXE 

¥ MC ¥1 ST X 64 .EXE (Windows x 64 Editions の場合） 


マスターコント□ールメニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウエアの 
インストールやオンラインド羊ュメントを参照することができます。 




オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあ 
ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Adobe Reader がインストールされている必要があります。 

Adobe Reader がインストールされていないときは、あらかじめ Adobe システム 
ズ社のインターネットサイトより Adobe Reader をインストールしてくださ 

し、 0 


マスター コント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリックして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一 
部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイア 
ウト表示され選択できません。適切なシステム-権限で実行してください。 


W "0 CD - ROM をドライブか5取り出ず前 こ、 マスターコント□—ルメ ニュー およ 
びメニューか5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させて 
おいて < ださい。 
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ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 EXPRESSBULDER のシームレスセットアップで使用する「セット 
アップパラメータ FD 」 を作成するツールです。 

EXPRESS 目 ULDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセット 
アップをすると、いくつかの確認のための羊一入力を除き 0 S のインストールからを種ユー 
ティリティのインス I -ールまでのセットアップを自動で行えます。 

また、再インス I -ールのときに前回と同じ設をでインストールすることができます。 

「セットアップパラメータ FD 」 を作成して、 EXPRESS 巨 ULDER からセットアップすることを 
お勤めします。フ□、ソピーディスクをご使用の場合は、別途 US 巨フ□、ソピーディスクドライ 
ブをご用意ください。 


两"〇 Microsoft Windows Server 2003 x 巨4 Editions 用の「セットアップパラ 
BE メータ FD 」 は作成できません。 




「セットアップパラメータ FD 」 がなくても Windows Server 2003をインストール 
することはできます。また、「セットアップパラメータ FD 」 は、 EXPRESS 巳 UILDER 
を使ったセットアップの途中で修正.作成することもできます。 


セットアップパラメータ FD の作が 


0 S をインストールするためじ必要なセットアップ情報を設をし、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。 W 下の手順に従ってください。 


P 面 


Express 円 cnic は PC 98- NX シリーズ. PC - 9800シリーズ. PC - AT 互換機で動作 
します。 


1 . 日 S を起動する。 

2. 添付の 「EXPRESS 巨 UILDER」CD-R 日 M を DVD-R 日 M ドライブにセットする。 

マスターコント□ールメニューが表示されます。 
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3. 画面上でちクリックするか、[ソフトウェアのセットアップ]を左クリックする。 



4. [ ExpressPicnic ] をクリックする。 

ExpressPicnic ウインドウが表示されます。 

日.[ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設を]ダイア□グボックスが表示されます。 



目.各項目を設定し、 [ OK ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セットアップ情報を設をするダイア□グボ、ソ 
クスが順に表示されます。 
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7. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

セツトアップ情報の設定が完了すると、[ファイル指を]ダイア□グボックスが表示 
されます。 



^ [キャンセル]をクリックすると設定した内容が消えてしまいます。 

g エック I 




使用者名と会社名を日本語で設をする場合は、 ExpressPicnic で設をしてくださ 
い。 シームレスセットアップ中に日本語で入力することはできません。ただし、 
シームレスセットアップを使ったインストールを完了後、ログオンのときに表 
示されるポップアップ画面で再入力し直すことができます。 


8. [セットアップパラメータ FD] チェックボックスがオンになっていることを 確認 
し、[ファイル名]ボックスにセットアップ情報のファイル名を入力する。 
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9.1.44 M 巨でフォーマット済みのフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 

「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
Server 2003をインストールするときじ使用します。ラベルを貼り大切に保管してください。 



• 各項目の設を内容についてはヘルプを参照してください。 

• 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は、 
ExpressPicnic ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてくだ 
さい。詳しくはヘルプを参照してください。 
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rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM でサポートしていないアプリケーシヨンを追力□でインスI 
ルする場合は、下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

W "0 追加でインス!ルずるアプリケーシヨンは、シームレスセットアップに対応 
している必要びありまず。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （209 ぺージ参照)。 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [ OK ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セツトアップ情報を設定するダイア□グボ、ソ 
クスが順に表示されます。 



ディスクの i 交ミ 

レ ArrayDisk - 

屏 RAHW 巧な巧ぶ- 

巧锭ディスクのトータルな 
バックを なぶする ディスクな 
>わクぞ 巧ぶする RAH ) 

ライトモード任白れ1史定 



4. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックする。 


[キャンセル]をクリックすると人力した内容が消えてしまいます。 

区エック I 
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日.[アプリケーションの設定]が表示されたら、[追加アプリケーションのインス!-一 
ル]にチェックを入れる。 



6. [ファイル指定]ダイア□グボックスが表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力する。 

7.1.44 M 巨でフォーマット済みのフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 
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大容量記憶装置ドライパのインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインス I -一 
ルする場合は、 W 下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる （209 ぺージ参照)。 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [ OK ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セツトアップ情報を設をするダイア□グボ、ソ 
クスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 


[キャンセル]をクリックすると入力した内容が消えてしまいます。 
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日.[アプリケーシヨンの設定]が表示されたら、扶容量記憶装置用日 EM - FD の適用] 
にチェックを入れる。 



6. [ファイル指定」ダイア□グボックスが表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセツトアップ情報のファイル名を入力する。 


1.44 M 巨でフォーマット済みのフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 
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大量インス I ル 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指をし、マシンごとに変更する必要のあるパラメー 
夕のみ修正して、複数のセットアップ情報ファイルを作成します。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （209 ぺージ参照)。 

2. [オプション]メニューの[大量インス!ルのアシスト]をクリックする。 



3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ベースとなるセットアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示され 
ます。 

4. [追加]をクリックする。 


ス曼インストールアシスト 


フ W もを ij 


J 巧巧トネ- 


] IP 7 ルスに 


鲁 

項 


U フ* I 
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日.ベースとなるセツトアップ情報ファイルから変更するパラメータを設定する。 



目.[日のをクリックする。 

リストに追力□した情報が表示されます。 

7. ファイル名を選択し、 [ FD 作成]をクリックする。 

選択したファイルをのセットアップパラメータ FD を作成します。 
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本体用バンドルソフトウエア 

本体にバンドルされているソフトウエアの紹介およびインストールの方まについて簡単に說 
明します。詳細はオンラインド羊ュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAeent (Windows 版 ) 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）は本装置にインストールする本体監視用アプリケー 

シヨンです。 

EXPRESSBULDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができます。 
ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたいを意事項とインス I -ール 
の手順を説明します。 



運用上のを意事項については、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM 内の才 
ンラインドキュメント 「 ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）インストレー 
シヨンガイド」 に記載しています。ご覧ください。 


インス I ル前の準備 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）を動作させるためには対象 OS の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

• ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定じついてはスタートメニュー 
から起動する r ヘルプ」を参照してください。 

• SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「側の設をで受信するトラップのコミュニティをデフォルトの 
「*」から変更した場合は、£31\/^民0/56「ソ6「1\/1311396「側で新しく設定：したコミュニティ 
をと同じを前を入力します。 
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インストール 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインス!ルは添付の 「EXPRESSBULDER」 
CD-ROM を使用します。本装置の 0S が起動した後、 Automn で表示されるメニューから 
[ソフトウェアのセットアップ]- [ESMPR0] - [ESMPRO/ServerAgent] の順にク 
リックしてください。じ(降はダイア□グボックス中のメッセージに従ってインストールして 
ください。 



國 



wO 管理ち権限のあるアカウント ( administrator ) でシステムに□グインしてく 
ださい。 


ネットワーク上の DVD-ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当 
てを行った後、そのドライブから起動してください。ェクスプ□ーラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないでください。 




アップデートインストールについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセー 
ジが表示されます。 

「 ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。」 

メッセージに従って処埋してください。 
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インスI-ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）をインストールした後に次の手順で正しくインス 
トールされていることを磕認してください。 

1. 本装置を再起動する。 

2. イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）の監視ヴービスに関す 
るエラーが登録されていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度は 
じめからインスI-ールし直してください。 
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MegaRAID Storage Manager " ^ ( サーバ ) 


MegaRAID Storage Manage 「( JU 下 MSM と略記します)は、 「 N 8103 -90 ディスクアレイ〕ン 
卜日ーラ(外付 SAS HDD 用)」、 「 N 8103 -91 ディスクアレイコント日ーラ(内蔵 SAS HDD 用)」、 
「 N 8103 -99 ディスクアレイコント日ーラ ( Och)」、「LSI Logic Embedded MegaRAID ( tm )」 シ 
ステムの監視-管理を行うアプリケーションです。 

MSM を使用することで、システム運用中のアレイ保守やイベント監視による通報を行うこと 
ができます。 

MSM のインストールおよび操作方まについては、添付の EXPRESSBUILDER 内にあるオンラ 
インド车ュメント 「MegaRAID Storage Manager ユーザーズガイド」を参照してください。 
この説明書には運用にあたってを意すべきことも掲載しています。 

運用開始前に必ずお読み<ださい。 

カスタムインスI-ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に MegaRAID Storage Manager があらかじめインストールされてい 
る場合があります。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

MSM は添付の EXPRESS 目 UILDER 内にある自動インストールツール「シームレスセットアッ 
プ」を使ってインストールできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設定するダイア□グボックスが表 
W されます。 

ここで 「MegaRAID Storage Manager 」 を選択してください。 


手動インストール（新規インストール） 

手動で MSM をインス I — ルする場合は、添付の EXPRESS 目 UILDER 内のオンラインド羊ュメ 
ント 「MegaRAID Storage Manager ユーザーズガイド」を参照してください。 
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Power Console Plus ( サーパ ) 


Power Console Plus は LSI - Logic 製ディスクアレイコント日ーラシステムを構築している 
Windows サーバの監視-管理用のアプリケーションです。 

Power Console 円 us の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBULDER 内じあるオンラ 
インド羊ュメント 「Power Console Plus ユーザーズガイド」を参照してください。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時じ Power Console 円 us があらかじめインストールされている場合が 
あります。このままでも使用できますが、後述の [Power Console Plus けーパ）の環境設 
を」に記載の内容の設をを行うことをお勤めします。また、リモートからの監視をする場合は 
別途 、 Power Console Plus (管理 PC ) をインス!ルしてください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Power Console Plus は添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM に収められている自動インス 
トール、ソール「シームレスセットアップ」を使ってインストールできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設をするダイア□グボックスが表 
示されます。ここで 「Power Console Plus 」 を選択してください。なお、シームレスセット 
アップ後は後述の環境設ををしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途、 
Power Console Plus (管理 PC ) をインス!ルしてください。 


手動インス!-ール（新規インス!-ール） 

手動でインス I -ールする場合はじ(下の説明を参考にしてインストールをしてください。インス 
卜ールに関する詳しい手順と操作方まについては EXPRESSBULDER 」 CD - ROM 内にある 
オンラインド车ュメント 「Power Console Plus ユーザーズガイド」を参照してください。 

Power Console Plus ( ヴーパ')をインストールずる前に 

Power Console Plus けーバ）をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• LSI - Logic 製のディスクアレイコント日ーラがシステムに取りがけられていること 

• LSI - Logic 製のディスクアレイコント□ーラのドライバが組み A まれていること 

• Windows の SNMP サービスが組み a まれていること 

• Windows の TCP / IP の設定:が終了していること 

参 EXPRESSBULDER を使用したシステムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Internet Explorer 5.5 JU 降がインストールされていること 
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Power Console Plus ( ヴーパ')のインストール手順 

Power Console Plus (サーパ、）のインストールはミ！付の 「 EXPRESS 目 ULDER 」 CD - ROM を 
使用します。 Windows では EXPRESS 目 ULDER を DVD - ROM ドライブにセット後 、 Autorun 
で表示されるメニューから[ソフトウエアのセットアップ]- [ ESMPRO ] -[関連ユー 
ティリテイメニューへ ]— [Power Console Plus ] の順にクリックします。 



ここで表示されるセットアップオプションの選択でインス I -ールするコンポーネントとして 
「サーバ」または「サーバ十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください 。 U 
降はダイア□グボックスのメッセージに従ってインストールしてください。なお、インストー 
ル後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途 、 Power 
Console Plus (管理 PC ) をインストールしてください。 




上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管 
理 PC を管理するコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 


Power Console Plus ( ヴーバ）の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

ネットワーク経由で制御する場合はすべてのサーバ+管理サーバと、管理 PC の IP アドレ 
スとホストをを登録してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要です。 

• REGSERV.DAT の設定 

ネットワーク経由で制御する場合はサーバ+管理サーバのホストををすでにある 
「 localhost 」 の設をと置換してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要 
です。 

参パスワードファイルのアクセス権設定 

rc :¥\/\/ innt ¥ System 32¥ drivers ¥ etc ¥ raidpass.valJ ( c :¥ Wimt は、 Windows の一般的な 
インストール先フォルダです）をセ羊ュリティ保持の観点から NTFS ファイルアクセス権 
を Administrator 権限などに変更して < ださい。 
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Web-based Promise Array Manager 


Web-based Promise Array Manager 似下 WebPAM と略記します)は、 N 8103-101の RAD シ 
ステムの監視•管理を行うアプリケーションです。 WebPAM を使用することで、システム運 
用中のアレイ保守やイベント監視じよる通報を行うことができます。 

WebPAM のインス I -- ルおよび操作方まについては、添付の rEXPRESSBUILDERJCD-ROM 
内のオンラインド羊ュメント rWeb-based Promise Array Manager ユーザーズガイド」を参 
照してください。この説明書には運用にあたってを意すべきことも掲載しています。運用開始 
前に必ずお読みください。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に WebPAM があらかじめインス I -ールされている場合があります。 
この場合、この他に Internet Explorer の設をや通報監視についての設をなどが必要な場合があ 
ります。 

rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM 内のオンラインド羊ュ メント 「 Web-based Promise Array 
Manager ユーザーズガイド」の付録を参照し、設をしてください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

WebPAM は添付の rEXPRESSBUILDERJ に収められている自動インストールツール「シー 
ムレスセットアップ」 を使ってインス!-ールできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設をするダイア□グボックスが表 
示されます。ここで WebPAM を選択してください。 


手動インストール(新規インストール） 

手動で WebPAM をインストールする場合は rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM 内のオンライン 
ド羊ュメント 「 Web-based Promise Array Manager ユーザーズガイド」を参照してください。 
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エクスプレス通報ヴービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムじ発生する障害情報（予防保守情 
報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に 
保守を行ったりすることができます。 

カスタムインスI-ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインストールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 
す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行うとエクスプレス通報サー 
ビスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効後は rEXPRESSBUILDERJ 内にある 
オンラインド车ュメント「エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照して 
設定してください。 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、 W 下の契約等が必要となりますので、あらかじ 
め準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、お 
買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービスを有効にずる操作 

次の手順で購入時にインストール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 

1. [コント□-ルパネル]の忙 SMPR 日/ ServerAgent ] を選択する。 

2. [全般]タブの[通報の設定]をクリックする。 

アラートマネージャ設をツールが起動します。 

3. [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 
[エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ]が起動します。 

4. 通報開局 FD をフ□ッピーディスクドライブにセットし、通報開局 FD を読み込む。 
エクスプレス通報サービスが有効となります。 
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手動インストール（新規インストール） 

手動でインストールする場合は、 W 下の説明を参考にしてインストールしてください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、じ(下の環境が必要です。 

八ードゥェア 

• メモリ 

18.0 M 目 W 上 

• 八ードディスクドライブの空き容量 
30.0 MBJU 上 

参 メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 

ソフトウエア 

• 添付の 「 EXPRESS 目 ULDER 」 CD - ROM 内の ESMPRO/ServerAgent 

• 上記、 ESMPRO / ServerAgent がサポートする 0 S 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に t (下の環境が必要です。 
ESMPRO / ServerManager * 十 ESMPRO/AlertManager Ve 「.3.4 J ： i 降 

* 監視対象となるサーバにインストールされている ESMPRO / ServerAgent のパージョ 
ンじ(上を使用してください。 

(例）監視対象となるサーバにインス!ルされている ESMPRO / ServerAgent のパー 
ジョン 3.8 の場合、パージョンが 3.8 J ： i 上の ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「が必要です。 


セットアップに必要な契約 

セットアップを行うには、じ(下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、お 
買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービスのセットアップじついては、「オンラインド羊ュメント」を参照し 
てください。 





228 管理 PC 用バンドルソフトウエア 


管理 PC 用バンドルソフトウエア 

装置をネットワーク上から管理するための「管理 PC 」 を構築するために必要なバンドルソフ 
トウエアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO / ServerAgent がインス I ルされたコンピユータをネ、ソトワーク上の管理 PC から 
監視•管理するには、本体にバンドルされている ESMPRO / Serv す Manager をお使いくださし^。 
管理 PC へのインストール方まや設をの詳細についてはオンラインド车ュメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 




ESMPRO / ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がオンライ 
ンドキュメントで説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 
内のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / ServerManager インスト レーシヨ ン 
ガイド」を参照してください。 
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DianaScope 


口 amScope は Express 5800シリーズをリモート管理するためのソフトウエアです。 
DianaScope の機能やインス!ル方まについての詳細は EXPRESSBUILDEER 内の 
[ DianaScope オンラインド车ュメント」を参照してください。 


ファイルの漏ちのま示がも'を(こ入り(か 


戻る，今.這固迸！ななま国わ新ジぶ曾ゴディァ d I 聲，^团 
アドレス(应 I を http：//192.168.14.1 51 ：8D80/dianascope/paees/commons/top.jsp 


~im 

抚丄リシ。。] 



证:43:29] 

Item Spec け Ic Help 


System Date: [07/09/2004] 

Legacy 鬥 oppy 冉： [1.44/1. 2日 MB 3.5"] 

Legacy Floppy B: [Disabled] 

Hard Disk Pre-Delay: [Disabled] 

> Primary IDE Master [CD-ROM] 

> Primary IDE Slave [None] 

> Processor Settings 

Language: [English (US)] 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 
<Enter> selects field. 

」 

Help Select Item Change Values 

Exit Select Menu Select > Sub-M( 

Setup Defaults 

さ oj Save and Fyit 


<1 1 



r I ♦イン トネット 


本製品において DianaScope を使用するためじはオプションのサーバライセン 
医!^ スが必要です。 

本製品には]:>(下のサーバライセンスが添がされています。 

- UL1 1 98-001 SystemGlobe DianaScope Additional Server Licensed) 
本製品を 1 台管理するためのライセンス 


MegaRAID Storage Manager™ ( 管埋 PC) 


MegaRAID Storage Manage 「™( W 下 MSM と略記します）をネットワーク経由で使用する場 
合にインストールします。 

MSM のインストールおよび操作方まじついては、添付の rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM 内 
のオンラインド羊ュメント 「MegaRAID Storage Manager ™ ユーザーズガイド」を参照して 
ください。この説明書には運用にあたってを意すべきことも掲載しています。運用開始前に必 
ずお読みください。 
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Power Console Plus ( 管理 PC) 


Power Console 円 us をネットワーク経由でサーバを管理する場合にインストールします。 
Power Console 円 us の動作環境や操作手順については、 fEXPRESSBULDERJ 内にあるオン 
ラインド车ュメント 「Power Console Plus iM ユーザーズガイド」を参照してください。 

下の説明を参考にして Power Console 円 US (管理 PC ) を管理 PC にインス! -- ルしてくだ 
さい。インス I -- ルに関する詳しい手順と操作方まについては忙 XPRESSBULDER 」 内にあ 
るオンラインドキュメント 「Power Console Plus ™ ユーザーズガイド」を参照ください。 


Power Console Plus (管理 PC ) をインストールする前に 

Power Console Plus 僧理 PC ) をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• Windows の TCP / IP の設走:が終了していること 

• EXPRESS 巨 UILDER を使ったシステムのアップデートが終了していること 
作 xpress 5800シリーズにインストールする場合） 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• WindowsNT 4.0の場合、サービスパック 6 a が適用されていること 

• Internet Explorer 5.5 J ： i 降がインストールされていること 


Power Console Plus (管理 PC ) のインストール手順 

Power Console Plus (管理 PC ) のインストールはミ付の EXPRESSBULDER CD - ROM をイち 
用します 。 rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM を DVD - ROM ドライブにセット後、 Autorm で表 
示されるメニューから[ソフトウェアのセットアップ]- [ ESMPRO ] -[関連ユーティリ 
ティメニュ ー ]—[Power Console Plus ] の順にクリックします。 

ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
「管理 PC 」 をチェックし、[次へ]をクリックしてください。 

じ(峰はダイア□グボックスのメッセージに従ってインス I -ールしてください。 


Peb 


上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管 
理 PC を管理するコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 


Power Console Plus (管理 PC ) の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

すべてのサーバ+管理サーバと、管理 PC の IP アドレスとホストをを登録してください。 

• REGSERV.DAT の設定 

サーバ+管理サーバのホストををすでにある riocalhostj の設をと置換してください。 






